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1. はじめに 

 テーブル型ディスプレイにおける画面の操作は，

マウス・キーボードのみを用いるのではなく，現

実世界の机上の作業を拡張するような，より直感

的なインタラクションの実現が目指されてきた．

その中で，テーブル上の実オブジェクトの配置を

入力とする研究は数多く，位置情報などに関する

多様な認識手法が提案されてきた． 
一方で，従来のシステムでは，実オブジェクト

の配置に対するフィードバックは，テーブル画面

内の映像に反映するものが一般的であった．これ

に対し，筆者らは，テーブル画面上に配置される

実オブジェクトを入力のツールとして用いると同

時に，情報を表示するディスプレイとして利用す

ることを考える．これまでに DataTiles[1]や
BlockJam[2]などのように電子デバイスを搭載し

た実オブジェクトを用いてこのような機能を実現

するシステムが提案されている．本稿では，オブ

ジェクト自体には電子的な仕掛けをせずに，テー

ブル内部の装置のみを用いてテーブル面と実オブ

ジェクトの両方に同時に映像を提示できる手法を

提案する． 

2. 実オブジェクトへの情報提示手法 

 Lumisight Table[3]とは，視界制御フィルム

Lumisty をスクリーンとして用い，単一の画面上

に方向に応じて異なる映像を提示できるテーブル

型ディスプレイである．また，テーブル内部のカ

メラでテーブル上を撮影することでインタラクテ 

 
図 1：システム構成図（手法１） 

 
図 2：Lumisty フィルム(MFY-2555)の特性 

ィブ機能をも実現している．本章では以下，この

Lumisight Table を基盤として，実オブジェクト

へ情報を提示する手法を提案する． 
2.1. 手法 1：スクリーン方式 
 図 1 のように，スクリーンを垂直に立てたもの

をテーブル画面上に配置する手法である．この手

法ではテーブル上の映像スクリーンとして，図 2
のようにスクリーンに対して 25°～55°の範囲

で入射してきた光のみ拡散させる性質を持つ

Lumisty フィルム（タイプ MFY-2555）を利用す

る．図 1 においてプロジェクタ 1 から投影された

映像は Lumisty 面で拡散するが，プロジェクタ 2
の映像は Lumisty 面を透過して，実オブジェクト

に取り付けられたスクリーンに直接投影される．

これにより，特定の観察方向からならば，テーブ 
ル内部の機材のみを用いてテーブル面とオブジェ

クトの両方に同時に映像を提示することができる． 
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2.2. 手法 2：鏡面方式 
 この方式は，鏡を実オブジェクトとして使用す

る．この手法では，[3][4]で報告したものと同様に

MFZ-2555 タイプ（25°～55°，-25°～-55°の

範囲からの入射光のみを拡散する）の Lumisty フ

ィルムをテーブル面の映像スクリーンとして用い

る．これにより図 3 のように，ユーザに正対する

プロジェクタの映像はテーブル面にて観察でき，

もう一方のプロジェクタ映像の一部が鏡を通して

見えるという状況が生まれる． 

 
図 3：システム構成図（手法 2） 

3. 実装結果 

 図 4 に，手法 1 による映像投影の試行結果を示

す．テーブル面に天気図画像，オブジェクトに付

属のスクリーンには天気マークが投影されている

のが分かる．図 5 は，手法 2 による映像投影の様

子である．テーブル面には地図が投影されている

が，オブジェクトの鏡の中には回転する風車のア

ニメーションが映っているのが確認できる． 
 2 つの手法を比較すると，映像が手法 1 ではオ

ブジェクト表面のスクリーンに垂直に，手法 2 で

は鏡の中に水平に見えるという違いがある．逆に

共通する点として，オブジェクト自体に電子的な

仕掛けがない分，[1][2]などの手法に比べて実オブ

ジェクト作成の簡便性（メンテナンスが不要，形

状の自由度が高いなど）やインタラクションの拡

張性の高さが特徴として挙げられる．また，図 1，
図 3 の構成に加え，テーブル内部に鉛直上向きに

カメラを設置することで，Lumisty の透明性を活

かしたオブジェクトの位置検出ができ，位置に応

じたインタラクティブな映像投影が可能になる．

さらに，スクリーンまたは鏡，およびプロジェク

タの数・配置を工夫することで，複数の観察方向

に対して，方向に依存した情報提示も可能である． 

 
図 4：映像投影の様子（手法 1） 

 
図 5：映像投影の様子（手法 2） 

4. むすび 

今後の課題として，提示映像の品質改善，カメ

ラによる実時間インタラクションの実現，多方向

からの同時観察への対応，そして対面および遠隔

コミュニケーション支援を視野に入れた効果的な

情報提示アプリケーションの提案などが挙げられ

る． 
 最後に，本研究を進めるにあたり，有益なご助

言を頂いた東京大学 原島博教授に感謝する． 
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